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With Labo

■都市及び地方計画

■協働のまちづくり

■地域防災

福岡県まちづくり専門家

福岡県安全・安心まちづくりアドバイザー

福岡市共創による地域づくりアドバイザー

自己紹介



「新たな地域コミュニティのあり方」

①地域コミュニティの変遷

②市民意識（福岡市市政アンケートより）

③地域活動や組織運営に新たな発想や視点を

④さまざまな主体と連携と協力

⑤新たな地域コミュニティの展開

講演のポイント



■コミュニティの誕生

「コミュニティ～生活の場における人間性の回復～」

国民生活審議会調査部会報告（昭和44年）

地域共同体の「伝統型住民層」崩壊で「無関心型住民層」の誕生

▼

「市民型住民層」に支持を受けた新たなコミュニティの成立を

モデル・コミュニティ地区（昭和46年）

・概ね小学校の通学区域程度の規模を基準

・コミュニティ整備計画を策定し、コミュニティ施設の整備

 ・コミュニティ活動に関する計画を定める

コミュニティとは…

生活の場において、市民としての自主性と責任を自覚した個人及び家庭

を構成主体として、地域性と各種の共通目標を持った、開放的でしかも

構成員相互に信頼感のある集団

地域コミュニティの変遷



現在

行政

昔

行政

地域

向こう三軒両隣
顔なじみの助け合い

上下水道、道路、公園整備
など公共施設の整備が中心

高齢化などによる
担い手不足

高齢者支援、
子育て支援、
安全安心など
新たな課題

公共サービスの拡大

補い合う(協働)

地域

■まちづくりの概念に「新しい公共」や「協働」

社会的課題の増大で、公共サービス≠行政サービスの時代へ

阪神淡路大震災（平成７年）以降ＮＰＯ・ボランティア活動に注目

「特定非営利活動促進法」（平成10年）

公共サービス

行政サービス

公共サービス

行政サービス



■住民自治

「地方分権一括法」（平成12年） ～校区コミュニティの設立～

（地域自治組織・地域運営組織）

市役所

緩やかなネットワーク

【地域コミュニティ組織のイメージ】
地域の各団体がメンバーとなり、地域課題解決等に向け、

部会に分かれて実践
福祉部会

環境部会

子ども
育成部会

防災部会

○○部会 地域住民

女性の会
消防団

その他

健康・スポーツ
民生児童委員会

校区社協

老人クラブ

PTA自治会

NPO

子ども会

公民館

青少健



地域共生社会・地域包括ケアシステム （厚生労働省 平成26年）

地域
（住んでいる場所で）
包括
（みんなが）
ケア
（支え合う）
システム
（しくみ）



地域づくり部署と福祉部署の連携 （厚生労働省 平成30年）

協働の
まちづくり

地域運営組織

小規模多機能自治推進
ネットワーク会議

小さな拠点

地方創生

2014

2015

1990年代後半

農福連携 地域共生社会の実現

地域づくりに資する
事業の一体的な

実施について(通知)

2016

2015

2012年頃～

介護保険･新しい地域支援事業

生活困窮者自立支援法

2015

【
福
祉
サ
イ
ド
】

【
地
域
づ
く
り
サ
イ
ド
】

連携を進めるポイント
～基礎自治体としての主体的な取組～
①全庁的な体制づくり
②地域の持つ横断性を損なわない
③福祉部局内での連携強化
④制度は細かく規定しすぎない
⑤地域に出る 住民の声を聴く
⑥関係主体間における目的･方針･成果
の共有

⑦検証と改善を繰り返し共有していく

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
「
地
域
づ
く
り
」



小さな拠点と地域運営組織 （内閣府 平成27年）

小さな拠点：中山間地域等の集落生活圏において、安心して暮らしていく上
で必要な生活サービスを受け続けられる環境を維持していくた
めに、各種生活支援機能を集約・確保したり、地域の資源を活
用し、しごと・収入を確保する取組

地域運営組織：「小さな拠点」づくりを担う住民主体の組織の一つで、中山
間地域等における小さな拠点づくりのみならず、都市部を含め
て幅広く活動しており、小さな拠点づくりの場においても、住
民の参画と地域都市部を含めて幅広く活動



コミュニティ･スクール（学校運営協議会）と地域学校協働本部
地域学校協働活動：地域の高齢者、成人、学生、保護者、PTA、NPO、民間
企業、団体・機関等の幅広い地域住民等の参画を得て、地域全体で子ども
達の学びや成長を支えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指
して、地域と学校がパートナーとして連携・協働して行う様々な活動

地域学校協働活動 （文部科学省 平成27年）



地域活動のデジタル化

自治会等の活動の持続可能性の向上

地域コミュニティの様々な主体間の連携

自治会等の加入率の低下、担い手不足に位より活動の持続可能性が低下する一方、防
災、高齢者・子どもの見守り、居場所づくりなど新たなニーズへの対応が必要。コロ
ナ禍のピンチをチャンスにしてデジタル化を期待。

地域コミュニティに関する研究会報告書 （総務省 令和４年）



10.9％
83.3％

市民意識 （福岡市市政アンケート等）

■地域活動の大切さは？

東日本大震災
H23.03.11

能登半島地震
R6.01.01

九州北部豪雨
H29.07.06
熊本地震
H28.04.14･16

福岡県西方沖
地震
H17.03.20



■地域活動への参加は？

61.0％



■地域活動に参加しなかった理由は？（令和６年）

活動があることを知らない

参加のきっかけがない
参加方法がわからない



■参加した地域活動は？



■大切と思う地域活動は？

子育て支援・青少年健全育成

防災・防犯・交通安全

高齢者・障がい者支援

ごみ減量・リサイクル・環境美化



■自治会・町内会の必要性は？

65.8％
16.7％

東日本大震災
H23.03.11

能登半島地震
R6.01.01

九州北部豪雨
H29.07.06
熊本地震
H28.04.14･16



■自治会・町内会が必要な理由は？

災害などの時に
地域のつながりや支え合いが大切

住民同士が交流し顔見知りになれる

清掃など良好な生活環境を維持できる

防犯灯の設置など地域の安全を守るため



■自治会・町内会への加入は？

71.3％

東日本大震災
H23.03.11

能登半島地震
R6.01.01

九州北部豪雨
H29.07.06
熊本地震
H28.04.14･16



■自治会・町内会に加入しない理由は？（令和６年）

加入を勧められたことがない

活動や運営の状況がわからない

連絡先や加入方法がわからない



そもそも

？ 自分の自治会・町内会(行政区) ○組(班)は知られてる？

？ 住居表示(住所)と名称が違うんじゃない？

？ エリアは？ 会(区)長・組(班)長は誰？

？ 自治会？町内会？区？組合？

こがまっぷより



自治会・町内会加入促進チラシ （福岡市）



自治会のうた （飯塚市）

飯塚市は、若い世代にも自
治会活動に興味を持っても
らいたいとの思いで、オリ
ジナルソング「自治会のう
た」のミュージックビデオ
を飯塚市自治会連合会と一
緒に制作

Ｚ世代・ミレニアル世代に
届くよう、若者から支持を
集める７coが楽曲を制作、
ラップ系のチルソングに

「入ろう」ではなく

「知ってみよう」



広報誌・マスコットキャラクター （福岡市博多区美野島地区）



ホームページ キャラクター （飯塚市幸袋地区）



電子回覧板 （福岡市南区柏原6・7丁目町内会）

令和６年６月にLINE公式アカウントと
ホームページを組み合わせた電子回覧
板を開始



ふくおかポイント （福岡市総務企画局企画調整部）

・「ふくおかポイント」は、市民が善意で取り組んでいる地域活動
などに対する感謝の気持ちとしてポイントを渡しし、地域活動な
どの支援につなげることを目的

・ポイントは、市が提供する特別な権利や体験、公共施設の割引な
どの特典と交換が可能

・令和６年度からモデル校区での実証を開始



自治会に加入するのは当たり前ではない社会に

スポーツと言えば「野球」？

野球と言えば「巨人」の時代は、はるか昔

みんな無関心ではない

若手や女性、さまざまな方々と対話してるますか？

組織や活動は知られている？ 開かれている？

魅力ある？ 楽しい？

「しかたなく」関わる組織や活動と

「やってみよう」「やろう」の組織や活動の違い

地域≠自治会やまちづくり協議会

地域活動の担い手：「やるべきこと」と「できること」で事業を整理

  地域のみんなで（が）参加できる事業の工夫

組織の担い手 ：まずは地域活動に何か「興味」「関心」を持ち、

  活動へ「参加」から「参画」、そして組織の担い手へ

昭和一桁 焼け跡世代
団塊の世代

しらけ世代 新人類
バブル世代
氷河期世代
ゆとり世代
Ｚ世代

みんな同じでない
いろんな考えや
価値観を持つ

人が住んでいます

地域活動や組織運営に新たな発想や視点を



自治会に加入し活動するのは
当たり前ではない社会に

▼
知られてる？ 開かれてる？

「知り合う」「語り合う」場は？

「まだ顔の見えていない人」と
出会い、交流しなければならない
「顔の見える関係」をつくる

本当に無関心？
自治会、公民館って…何してるの？
こんなことしたいけど…
お手伝いしたいけど…どこに？誰に？

パレート（２・６・２）の法則と地域活動

人材の構成比率は、どのような組織や集団も優秀な働きを見せる人が２割、
普通の働きをする人が６割、貢献度の低い人が２割となるという理論

（イタリアの経済学者ヴィルフレド・パレート）

２割
リーダーシップを発揮

６割
リーダーに協力

２割
協力もせず
関心もない



30代女性の発想 （那珂川町(市)安徳大塚古墳）



新しい住民とワークショップ （福岡市西区金武校区）

第１回 金武を知り合う 新しい住民の方々を中心に

・自治協議会等の取り組みを紹介

・金武に移り住んで感じている現状

・とこんな金武にしたい想いを共有

第２回 金武を語り合う 各種団体の方々を交えて

・金武のまちづくりのスローガンを

実現する活動を知り合い考える

「興味・関心」から「参加・協力」そして「担い手」へ



町内会活動の応援団 （福岡市早良区さわら台町内会）

「できることを」「できる時に」「できる人が」

町内会活動の応援団として「町内ネットワーク」を立ち上げ

「現状と目標」

「役割と活動」

意見交換会

「災害時の声かけ」



小学生・中学生ワークショップ （筑紫野市各地区コミュニティ）

地区の魅力や問題は？ 地区の目指す姿は？



女性だけのワークショップ （筑紫野市御笠コミュニティ）

地区のまちづくり計画策定のために…

地区の魅力や問題は？

地区の目指す姿とその実現のための活動は？



親子ふれあいワークショップ （福岡市南区高木校区）

私たちのまち
はこんなとこ？

こんなまち
にしたいな

僕はこんなこと
ができるよ



13歳（中学２年生）の
自治会役員誕生
（横浜市磯子区

Brillia City横浜磯子自治会）

朝日新聞（令和4年5月31日夕刊）

きっかけは、小学５年生の祭りに
ボランティア参加

楽しそうに運営する役員の姿を見
て「ボランティアでなくきちんと
自治会に関わって役に立ちたい」
との思いを抱く

役員立候補、募集に応募

規約には年齢制限なし

自治会の経験が将来に生きれば、
と父親の後押し

広報担当として、イベントの写真
を動画に編集し、ＳＮＳで発信



読売新聞（令和5年1月17日）

「大人の中で意見を言ってよ
いのか迷ったが、みなさんが
意見を聴いてくれたことで、
物おじせずに発言できる」

友人から「おじさん達と大変
じゃない？楽しい？役員会は
眠くない？」と言われるが、
「学校にはない刺激がある」

コロナ禍で学校行事ができな
かった分、学ぶことは多い。

彼女の姿に触発され、大学生
や小学生が次期役員を希望す
るなど、若い世代の参画も広
がった。

会長は「大人にはできない役
割があることを示してくれ
た」

役員２期目は、小学６年生（就任時中学１
年生）や高校生、大学生、未就学児のママ、
親子、シニア世代など、さまざまな人や世
帯が役員に立候補し、５月の総会で就任



小中学校と一緒に （小郡市立石協働のまちづくり協議会）

これからの立石
～中学生のやりたい地域で叶えたい

救急救命講習
中学校×地域×消防署

ウォークラリー
小学校×中学校×地域



指定避難所
（小学校）

自主避難所
（保育園や町内集会所）

浸水想定区域

複数の町内会で連携して避難 （益城町惣領地区/広崎地区）

複数の町内会で連携して

指定避難所以外に

隣の町内の集会所や

民間施設（保育園と協定締結）、

身近で安全な避難所を

地域で決める



■自分達（協議会）の計画
→だから、自分達で考え、作る

■校区みんなの計画
→だから、みんなで考える、話し合う

■みんなで取り組むための羅針盤
→だから、目標を明らかにする
目標の実現のための活動を無理なく継続できるようにする

共感できる「計画」をみんなで作り、

「計画」を共有し、

共働して事業に取り組み、

よりよい校区を共創する

そのために「対話」を

（「対話」＝「話す」×「聴く」）

校区まちづくり計画



■策定の流れの例 （小郡市地域まちづくり計画策定マニュアルより）

中心となるメンバーで
構成
多様な立場や世代の方
が関わると心強い

多くの人に地域のこ
とを考える場へ来て
ほしい総会

役員会

部会員 住民

志縁
団体

学校
学生

提出 地域の声を
反映まちづくり計画

策定委員会



■まちづくり計画の例 （福岡市中央区高宮校区）



地域コミュニティ

コ
ミ
セ
ン
・
公
民
館
等

校
区
協
議
会
・
自
治
会
等

企業・事業所

店舗・商店街

小・中学校

ＮＰＯ

高校・大学等 医療機関

さまざまな主体と連携と協力

福祉施設

ボランティア団体

「地域活動」と「市民（公益）活動」との「共働」

みんながプレイヤーとして活躍できる

プラットフォームづくり



「公共空間」における「人間交際」のデザイン

（せんだい・みやぎＮＰＯセンター 加藤 哲夫）

「面識社会」づくり

（帝塚山大学大学院 法政策研究科教授 中川 幾郎）

▼

人間関係を再構築

▼

「まちづくりは友達づくり」
（小郡市のある区長）

まちづくりを一緒に進めるために

世代や性別を超え、さらにさまざまな団体とも

心地よい関係をつくることを心がける

「まちづくり」とは



地元企業と連携して一斉清掃 （小郡市下町区）

参加者の減少
近隣企業に

協力依頼

４社から

２６名参加



買い物ツアー ／ 臨時販売所 （福岡市博多区下月隈団地町内会）

町内会と移動販売事業者で連携して臨時販売所開設
第２・４木曜日 12：00～13：00 ふれあいサロン終了後

社会福祉法人と町内会で協定を締結し
月２回 買い物ツアー（コロナで中断）



介護士等とカフェで相談コーナー ／ 整骨院でカフェ



買い物ツアー ／ 臨時販売所 （福岡市博多区下月隈団地町内会）

移動販売事業者と町内会とで連携して臨時販売所開設
第２・４木曜日 12：00～13：00（ふれあいサロン終了後）

社会福祉法人と町内会とで協定を締結
月２回 買い物ツアー（コロナで中断）



・高齢者福祉施設や病院が自主防災組織のメンバーとして

定例会や訓練に参画

・福祉や医療の専門家として避難行動要支援者の支援も

・一般の避難所で避難生活が困難な方の施設への受入れも

・日常の活動（サロンや地域カフェ等）でも協力

自主防災組織に介護福祉施設等が参画 （福岡市西区壱岐南校区）



大雨などの災害時に住民が一時避難できるよう、２つの自治会
は、土砂災害警戒区域外の安全で近くの特別養護老人ホームと
相互協力協定を締結

特別養護老人ホームと相互協力協定 （福岡市城南区）

油山緑寿園
東油山３丁目

南片江４丁目



パチンコ店を災害時の避難拠
点に活用する取組が全国で広
がっている。

①郊外型の店舗は、構造が体
育館に近く揺れに強い

②広めの駐車場を備え、自家
用車で避難できる

③景品を備蓄品に転用できる

④顧客心理を捉えた従業員の
配慮が期待できる

飯塚市や佐賀県でも協定締結

パチンコ店を避難拠点に



昭和のコミュニティ政策

ハコ(施設)づくり

・○○センター

平成のコミュニティ政策

令和のコミュニティ政策制度づくり
組織づくり

・自治体内分権
・地域自治組織

場づくり
対話づくり

・人をつなぐ
・包摂

国民生活審議会調査部会報告（昭和44年）
「コミュニティ～生活の場における人間性の回復～」
Ex.大野城市等

「地方分権一括法」（平成12年）
Ex.福岡市等

新たな地域コミュニティの展開

岩手県立大学 役重眞喜子准教授



組織の運営

次世代の役員の育成
仕事と両立できる体制

業務の見える化・情報共有

多世代交流
居場所づくり

子どもから高齢者
まで誰もが参加

つながる

小中学校や高校、
大学、企業、NPO
等との連携・協力

住民の交流

小郡市下町区資料を改編

これからの協議会の活動や運営で考えたいこと
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